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ともに学び、ともに育つ 三角山家族 
特別支援教育コーディネーター 加藤 邦武 

近年、教育の場で大切にされている概念に「多様性の包摂（インクルージョン）」という言葉があります。これは、性別

や国籍、障がいの有無、得意・苦手、家庭環境など、一人一人がもつ「ちがい」を排除するのではなく、すべての人があり

のままの自分として尊重され、安心して参加・活躍できる状態をつくることを意味します。 

なぜ今、学校現場でこの「多様性の包摂」が求められているのでしょうか。大きな理由は二つあります。一つ目は、「多

様な人々と協働する力」がこれからの社会の生きる力となるからです。グローバル化や多様化が進む社会へ羽ばたく子ども

たちにとって、異なった考えや背景をもつ相手を拒絶せず、対話を通じて共に新たな答えをつくり出す経験は不可欠です。

二つ目は、「自分らしさが認められる安心感」こそが学びの原動力になるからです。「自分はありのままでここにいていいん

だ」という自己肯定感と安心感があって初めて、子どもたちは他者を思いやり、新しいことに挑戦する意欲を育むことがで

きます。 

本校でも、日々の学習や生活の中で、一人一人の違いを生かした実践を重ねています。 

例えば、授業場面においては、学び方や感じ方が一人一人異なることを前提に個に応じた取組を進めています。視覚的に

理解しやすい絵カードの活用や、見通しを立てやすくするためのスケジュール提示など、学級の実態や発達段階に合わせ、

全員にとって分かりやすいユニバーサルデザインの視点を取り入れることを心掛けています。こうしたちょっとした配慮

と、子どもたち同士の「助けて」と言える安心感、それに「いいよ」と応えられる優しい関係性を少しずつ醸成していきた

いと考えています。 

行事や異学年交流での助け合いもその一つです。先月行われた縦割りグループによるふれあい遠足では、5・6年生がど

うすれば全員が楽しく過ごせるかを事前に話し合って当日を迎えました。体力の違う１年生から６年生が一緒に移動する

ため、高学年のリーダーたちがゆっくり歩く下級生のペースに合わせて何度も後ろを振り返り、優しく声をかける姿が印象

的でした。疲れてしまった下級生が「少し休みたい」と素直に発信し、上級生が「じゃあ、あそこのベンチでクイズをしな

がら休憩しよう！」と臨機応変に計画を変えていく。そんな温かい関わりがあちこちで見られました。 

そして、こうして育まれている温かさは、さくらルームとの「交流及び共同学習」にも良い形で表れています。本校では、

特別支援学級の児童が運動会や音楽発表会といった行事において、それぞれの学年の発表に入って参加しています。そこに

は、「どうすればみんなと一緒に、それぞれのよさを生かして参加できるか」を、担任や子どもたちが一緒に考え、工夫し

合う姿があります。例えば、発表の役割やルールを少し工夫したり、お互いにそっとサポートし合ったりすることで、誰一

人取り残されることなく、全員が主役となって輝く姿や場面を大切にしています。 

また、先日さくらルームの 2 年生の子が、交流学級の友達に呼びかける形でボッチャ大会を企画しました。たくさんの

子が集まってくれ、大盛り上がりの中、みんなが楽しい時間を共有できました。その子は、快く気持ちを受け止めてもらっ

たことで友達との関わりに自信がもて、もっと仲良くなりたいという思いと共に、次の目標に向かって生き生きと挑戦する

姿につながっています。 

本校は、二百十数名という小さな規模だからこそ、子どもたちがお互いの顔と名前を知り、認め合える「家族のようなア

ットホームな校風」があります。入学式から卒業式にいたるまで、すべての学校行事に全校児童が一緒に参加し、一丸とな

って行事をつくり上げていく一体感は、本校にとって何よりの宝物です。違いがあることは当たり前であり、その違いを豊

かさとして認め合える心を育てること。これこそが、多様な社会を生き抜く力へとつながっていきます。これからも、小規

模校ならではの家族のようなつながりを大切にしながら、一人一人の教育的ニーズに寄り添った支援を行ってまいります。 

学校便り 
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【1１月の主な行事予定】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【放課後の帰宅時刻】 

11月より放課後の帰宅時刻が16時となっております。交

通事故や不審者などから児童の安全を確保するためにも、

暗くなる前に帰宅するように御家庭でも御指導ください。 

 

  

 

【 スポーツ振興センターの災害共済給付 】 

学校管理下において負傷や疾病等の災害が発生した場

合、スポーツ振興センターより給付金が支給されます。  

11月下旬から１月中旬でセンターのシステム変更が行

われるため、期間中は給付金の請求を行うことができませ

ん。提出予定の書類がお手元にありましたら、11月10日ま

でに学校に御提出ください。 

なお、令和９年１月以降は、保護者の皆様がオンラインに

て申請できるようになります。詳細は12月以降に改めてお

知らせいたします。 

 

【開校記念日】 

今年度で開校４９年となり、11月１日（日）は本校の開校

記念日となります。 

次年度は開校50周年となり、記念式典の開催を予定して

おります。子どもだけではなく、地域の皆様と共に本校開校

50周年をお祝いできるよう計画中です。詳細は決まり次第

お知らせいたします。 

  

 

【 悩みやいじめに関するアンケート 】 

いじめの未然防止・早期発見・対処を目的として全児童

を対象に本アンケートを実施いたします。一人一台端末を

使って心の健康アプリ「シャボテン」で実施することになり

ます。低学年のお子様がいる御家庭では、必要に応じてお

手伝いをお願いします。 

11月13日（金） 一人一台端末持ち帰り 

11月17日（火） 朝までに入力し、端末を学校へ 

お子様の回答については、速やかに確認し、指導に生か

してまいります。 

【 音楽発表会について 】 

１０月 16 日に音楽発表会に関わるお知らせを配信して

おります。詳細は本校 HP（以下のリンク）より御確認くださ

い。 

音楽発表会のご案内 

日 曜 行事

1 日 ・開校記念日

2 月 ・ALT来校日

3 火 文化の日

4 水 ・６年：校外学習（Kitara）13:30

5 木

6 金
・ALT来校日
・朝の読み聞かせ１．３．５年

7 土

8 日

9 月 ・ALT来校日

10 火 ・1年：宮の森メープル保育園交流

11 水
・音楽発表会（児童公開）

12 木 ・音楽発表会（児童公開）

13 金
・ALT来校日
・悩みやいじめに関するアンケート配信

14 土 音楽発表会（保護者公開）

15 日

16 月 振替休業日

17 火

18 水 ・就学時健診（令和９年度入学児童）

19 木
・委員会⑪
・３年：タグラグビー出前授業

20 金
・ALT来校日
・３年：タグラグビー出前授業

21 土

22 日

23 月 勤労感謝の日

24 火

25 水 ・6年：総合出前授業

26 木
・クラブ⑩反省
・３年：タグラグビー出前授業
・１年：宮の森メープル保育園交流

27 金
・ALT来校日
・３年：タグラグビー出前授業
・朝の読み聞かせさくら．１．２．４．６年

28 土

29 日

30 月
・６年:小中一貫オープンスクール
・ALT来校

https://www16.sapporo-c.ed.jp/sankakuyama-e/attach/get2/1840/0

